
埼玉県社協 坂本作成

１．目標 

  １年間の総合学習前期110時間の2学期福祉学習40時間のうち、本時は児童が学習の中で福祉に“触れる”「導入段階」となる。そこで、本時を各児童の福祉観の同じと違いを共有し、様々な福祉の視点を考えるきっかけづくりの学習とする。そして、児童それぞれの福祉の“気づき”を今後の継続学習で発展させていきたい。

２．本時のねらい 

  福祉サービス利用者の生活用具の一つである「車椅子」を学習素材し、知識習得にとどまらず利用者･介助者そして車椅子の持つ意味について、児童自ら考えるきっかけの時間とする。そして、車椅子体験を通して福祉・ボランティアに共通の「相手の立場にたって物事を考え行動する大切さ」や「共に生きる社会づくりの大切さ」を共有したい。

３．プログラム内容 

《３時限目》

	時間
	ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名
	ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内容
	学習援助者
	◇準備品・◆留意点

	10:30～

(15分)
	①福祉って何だろう？

《講話》
	· 社協とボランティアセンターは何をしている所か手話の自己紹介を織り交ぜて紹介

· 「ふだんのくらしのしあわせ＝福祉」というあたりまえのことを確認

· 「もしも世界が100人の村だったら」→福祉は特別なことではない。世界中のみんなが幸せを感じることができる社会をつくること。

· 坂本がVセンター事業でいただいた利用者からの詩と母親からの手紙を紹介
	県社協坂本
	◇黒（白）板

◇ワイヤレスマイク

◇手紙は先生等の誰かが代読

◆福祉について狭い先入観・固定観念を児童に与えないようにする。

	10:45～

11:25

(40分)
	②車椅子わくわくクイズ
	１．ねらい
クイズを通して、車椅子について児童自ら多角的に考える力を養う

２．ルール
1 全児童121名を60名ずつA･Bｸﾞﾙｰﾌﾟに分ける

2 Ａ･Bｸﾞﾙｰﾌﾟの中で、さらに＠４名×15班に分ける

3 Ａ･Bそれぞれの15ｸﾞﾙｰﾌﾟが向かい合うように平行した２列をつくる

4 Ａｸﾞﾙｰﾌﾟ（15班）の１列が、出題者の掛け声とともに、各ｸｲｽﾞについて考え･実演する。まずｸｲｽﾞについて班内でよりよい方法を考え、操作実演を一斉に行う。

5 向かい合っているBｸﾞﾙｰﾌﾟはAｸﾞﾙｰﾌﾟの実演等の観察者

6 体験者Ａ･観察者Bから気づいたことを発表してもらい、よりよい方法をみんなで考える（各班の実演は違いがでることが予想されるので、特に観察者の気づきが多いと思う）

7 車椅子利用者による解説

8 AｸﾞﾙｰﾌﾟとBｸﾞﾙｰﾌﾟが交代して次のｸｲｽﾞへ。

～以後、各ｸｲｽﾞでも同様のﾌﾟﾛｾｽを繰り返す

３．クイズ内容
Q１）車椅子の使い方１（Aｸﾞﾙｰﾌﾟ）

    →広げる～乗車する

Q２）車椅子の使い方２（Bｸﾞﾙｰﾌﾟ）

    →降車する～折りたたむ

Q３）段差の上り下り介助方法（Aｸﾞﾙｰﾌﾟ）

（障害物をA列前に用意）

     リピート：Bｸﾞﾙｰﾌﾟ

※時間があればＱ４「この車椅子なんでここが違うの？」を行う→利用者愛用車椅子と体験用車椅子を比べ、何が違うのか自ら考え多様な障害理解につなげる
	【出題者】

県社協坂本

【解説者】
車椅子利用者

【班別アシスタント】
市内ｖ

保護者

市社協牧野

教師


	◇児童を予め班に分けておく（＠4名×15班×ABｸﾞﾙｰﾌﾟ）＝生活班など顔なじみの既成班の方がよい

◇ｱｼｽﾀﾝﾄＶは協力人数に応じて児童各班の担当数を決定する

◇角材等、段差になり得る障害物（学校）

◇車椅子１５台（市社協）

◆予め児童に車椅子についての知識（操作法等）を与えるのでなく、児童自身が車椅子利用者･介助者の立場になって一番よい方法を考えさせるためのクイズ

◆車椅子について自ら考えることで、利用者の立場になって介助ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱができるような心を養うきっかけとする

◆ｱｼｽﾀﾝﾄＶは、児童に教えるのでなく、児童自らｸｲｽﾞを通して考える力が横道にそれないように助言・見守る役割に徹する

◆体験者の「介助者の声かけなく恐かった」など率直な感想を大切にし、介助する側される側の信頼関係・相手の立場にたつ大切さの共有まで発展させる


～休憩（11:25～1135の10分間）～

ﾌﾙｰﾂﾊﾞｽｹｯﾄに先立ち、ｱｲﾏｽｸ･ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾌﾟ希望児童（６組12名）、高齢者疑似体験希望児童（２名）に体育館前に集合してもらい、会場方法等説明しておく

· アイマスク・白杖（６組：市社協）

· 高齢者疑似体験ｾｯﾄ（６組：学校が藤小から借用し準備）

《３時限目》

	時間
	ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名
	ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内容
	学習援助者
	◇準備品・◆留意点

	11:35～

(50分)
	③誰もが仲良く楽しめるフルーツバスケットをしよう！

《ゲーム》
	１．ねらい
様々な障害疑似体験者がｹﾞｰﾑに参加することで、様々な住民が住む地域を想定させ、みんなが仲良く「共に生きる福祉社会の実現」のために、一人一人何ができるか考えるきっかけとする

２．ルール
1 ﾌﾙｰﾂﾊﾞｽｹｯﾄはABｸﾞﾙｰﾌﾟ交代して行う。1ｹﾞｰﾑ目Ａがゲーム、Bが観察者。

2 各班には車椅子体験者２名程度、ｱｲﾏｽｸ･ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾌﾟ体験ﾍﾟｱ１組、高齢者体験１人ずつを入れる

3 まず、体育館の５隅に陣地を作る。その陣地にﾌﾙｰﾂの名前を付ける

4 参加者（例えばAｸﾞﾙｰﾌﾟ60名）を６つ各10名に分ける。そして５つの陣地に10名ずつ入る。ここで10名余るので、その10名は体育館中央に集まる（その10名は鬼ｸﾞﾙｰﾌﾟになる）

5 中央の鬼ｸﾞﾙｰﾌﾟの代表１名が２つの陣地のﾌﾙｰﾂ名を言い、該当２陣地にいる児童は他の陣地に移らなければならない。鬼ｸﾞﾙｰﾌﾟ10名は２陣地のどちらでも移動可能。

6 ｱｼｽﾀﾝﾄＶが５つの陣地にいて、陣地のﾌﾙｰﾂ名の紙を掲げ、ｹﾞｰﾑ中は各陣地に10名入ったことの判定をする

わかちあいタイム１（15分）

7 体験者Ａ･観察者Ｂ双方から気づいたこと発表してもらう

8 各班内で「みんなが楽しめるﾌﾙｰﾂﾊﾞｽｹｯﾄ」になるような新ルールを考える

9 新ルール案を発表しあい、新ルールを決定する

2ゲーム目 Bがゲーム、Aが観察者

10 新ルールに基づいてゲームを行う

わかちあいタイム２（10分）

⑪ 新ルールの効果性についてみんなで話し合い、誰もが幸せに生活できる社会について考える
	(進行)

県社協坂本

(ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ)車椅子利用者

(助手)

市内V

保護者

市社協牧野

教師
	· 観察シート（坂本）

◇助手の中から５陣地審判を決定

◇陣地名用紙（坂本）

◆安全注意の徹底（他の人にぶつからない、無理はしない）

◆車椅子利用者にも一緒にゲームに参加してもらう

◆このｹﾞｰﾑは、健常者と一緒行うので、疑似体験者が敏速性・機動性で不利になり、負け（鬼）になる頻度が集中する。このことを通してﾊﾝﾃﾞｨｷｬｯﾌﾟを持つこととはどんなことかを体感し、心のバリアフリー社会（共に生きる社会）のために自分が何ができるか考えるようにする

◆ゲーム中の児童の行動に注意する。特に、疑似体験者のサポート約を自主的に行い始める児童がいないかﾁｪｯｸしておく。

	12:25～

12:30

(５分)
	④感想を記入
	
	
	· 感想用紙を配布

◆回収した感想用紙とゲームの観察シートのコピーを、後日坂本まで送付願います


· 時間が余れば、児童から「福祉・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ」に関する質問をなんでも受けつけます。

【事前確認書】

■ 事前打合わせ   当日10:00～10:30 南小体育館にて

                        担当教諭、県社協、市社協、協力ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

■ 指導・協力者（計９名）

1 埼玉県社協  ボランティア振興課 主事 坂本晃一

2 鶴ヶ島市社協 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ 牧野郁子

3 市内車椅子友の会３名（発地、中村、吉原）

4 南小保護者ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ２名（青木、青柳）

5 市内車椅子利用者１名

6 県福祉教育･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学習推進員ﾈｯﾄﾜｰｸ代表 横田八枝子

※上記の他、近隣市町村から見学者（社協職員･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）あり

■ 準備すること（もの）の分担
 小学校 

（モノ）

1 黒（白）板

2 ワイヤレスマイク2本

3 見学者用椅子（体育館内の目立たない位置（側面か後面）に配置）

4 見学者用駐車場

5 保護者ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

6 角材の棒など、車椅子の段差･障害になり得るもの（車椅子ｸｲｽﾞで使用、15班分）

⑦ 観察シート・感想用紙

※全生徒分事前印刷願います（原稿は坂本が事前に送付）

※事後回収した観察ｼｰﾄ・感想用紙の全ｺﾋﾟｰを、坂本まで事後送付願います

⑧ﾌﾙｰﾂﾊﾞｽｹ５つの陣地用の名前用紙（A３ｻｲｽﾞ以上の大きな白紙５枚＋太ﾏｼﾞｯｸ）

※ ﾌﾙｰﾂﾊﾞｽｹ直前に、坂本が児童希望を聞き取り、陣地名を書き込みます。

⑨高齢者疑似体験用具 ６体（藤小から借用）

（コト）

① Ａｸﾞﾙｰﾌﾟ（1･2ｸﾗｽ）、Bｸﾞﾙｰﾌﾟ（3･4ｸﾗｽ）内での15班＠4名編成（生活班を基に）

② Ａ･Bｸﾞﾙｰﾌﾟからそれぞれ次の体験希望児童を予め選出しておく

（1） ｱｲﾏｽｸ体験者6名＋ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾌﾟ体験者６名＝６ﾍﾟｱ×ABｸﾞﾙｰﾌﾟ

（2） 高齢者疑似体験者６名×ABｸﾞﾙｰﾌﾟ

③ABｸｸﾞﾙｰﾌﾟを色分けする帽子着用

県社協 

1 観察シート、感想用紙の原本（学校へ事前送付）

2 見学参加者名簿（学校へ事前送付）

市社協 

1 市内協力ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・車椅子利用者

2 車椅子１５台（学校が搬入搬出）

3 アイマスク・白杖 ６組

4 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ関係者のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動保険加入手続き
Ａグループ ・ Ｂグループ （あなたが所属するグループに○をしてください）

（1･２クラス）    （3･４クラス）

Ⅰ「誰もが仲良く楽しめるフルーツバスケット」を観察して、あなたが気づいたことを書いてください。

１．こころが“ほかほか”したこと
２．こころが“しくしく”したこと

Ⅱよりいっそう、誰もが仲良く楽しめるように「新ルール」作ってみましょう！（ここは、授業の中で「書いてください」と説明があった場合だけ、記入してください）

	
	新ルールの内容
	新ルールのよい点

	新ﾙｰﾙ①
	

	

	新ﾙｰﾙ②
	

	

	新ﾙｰﾙ③
	

	


（県社会福祉協議会作成）

あなたがこの授業で感じたことを自由に記入してください。


～ご協力ありがとうございました～

男子 ・ 女子 （どちらかに○印をつける）

鶴ヶ島市立南小学校 ６学年121名「総合的学習（福祉）」


２学期のため事前学習（1～2時限目）のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（７月15日 3～4校時 体育館）





「フルーツバスケット」観察シート





７月１５日「総合学習（福祉）」


感 想 用 紙（鶴ヶ島市立南小 ６年）

















